
式辞 
 
本日、高知高専のそれぞれの課程を修了し、晴れてこの時を迎えられる本科１３７

名、専攻科２４名の皆さん、誠におめでとうございます。これまで卒業生、修了生を
支え見守ってこられたご家族の皆さま、おめでとうございます。ご臨席賜りましたご
来賓、関係の皆さまとともに心よりお祝い申し上げます。今年度、高知高専が第５９
回卒業式、第２４回専攻科修了式を挙行し、皆さんの新たな門出を迎えることは大き
な慶びであります。 
 このしばらくの間、私たちは大きな制約を受けながらも学校活動、社会活動を営ん
できました。しかしながら、難しい状況はそれを良くしようとする私たちの意思によ
り新たな仕組みや行動を作り出してきました。この間、学びの方法も大きく進歩し、
その成果を表現したのは皆さんであると言えます。技術革新の多くは困難な状況を自
分事として捉え、それを改善しようとする人々の意思によって成されています。皆さ
んは高知高専でのそれぞれの課程を修め、社会や人々の要求を科学技術要素に変換で
きる能力を備えるに至っています。今後、皆さんが更に研鑽され、能力を向上し、ま
た発揮されることを期待します。 
 キャリア形成の重要な概念は持続性、時間継続性と呼ばれるものです。みなさんの
最も大きなキャリアは高知高専での学校活動です。学習、研究、自己を啓発するため
の課外活動、すべてがそれにあたります。キャリアは単なる経験ではありません。経
験から自身の能力への置き換えがキャリアです。先に述べた能力の基礎になっていま
す。これから先もいくつもの気づきがあり、能力に置き換わっていくでしょう。 
 今後、皆さんが新しい「もの」を創り、新しい「こと」を起こすにあたって大切な
ことを伝えます。それは、 
自己を知り、他を想い、愛を以って接する、すなわち礼節であります。 

新しい価値を生み出す核となるものは、創造の活動と礼節が交わるところにのみ存在
するでしょう。 
 これまで培ってきた能力、継続してきたキャリア、そして礼節を持ち、ますます成
長されることを祈念いたします。 
 皆さんが高知高専で学ばれたことに改めて感謝申し上げます。 
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